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代表　岡野　薫

　拝啓　時下ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。日頃は文京区教育行政のためにご尽力頂いておりますことを、心より感謝申し上げます。

　文京区教育委員会が、多様化、高度化する区民ニーズに応え、区民の要望に応えるための体制整備を行っておられますことを、心から歓迎いたしております。文京アカデミー構想の「５．目標実現のための方策（２）推進体制の考え方」において、「④区民との協働」をかかげ、区民に幅広く意見を聞き、従来にも増して区民参画や協働の取り組みを充実させると述べておられます。

また、平成１７年２月に第２次改定が行われた文京区生涯学習推進計画においても、①教育・文化資源を活用した生涯学習によるまちづくり②新たな協働による生涯学習推進ネットワークの構築③活力ある地域社会づくりを目指した生涯学習事業の推進等、新たな視点からの生涯学習推進を打ち出しておられます。　

　さらに、文京区教育改革区民会議に対する「文京区の今後の教育改革のあり方について（諮問）」の第四番目として、地域に開かれた教育について、「家庭や地域社会と学校が信頼で結ばれ、地域全体で子どもを見守り育むような地域と学校のあり方が求められております。そのためには学校が地域に開かれていることが必要な条件となります。また、学校は地域のセンターとしての機能を持つにふさわしい場所でもあります。この様な考え方を基礎として、地域に開かれた学校にするための方策を検討してください。」と諮問されております。このように、文京区教育委員会が、区民とともに教育行政を行うご意向であることを、大変嬉しく思っております。

そこで、文京区教育委員会が提示しております「区立小・中学校の将来ビジョン（素案）の骨子」では、平成２１年度開校予定の第五中学校及び第七中学校の統合校を、教育センター及び新大塚公園の敷地に建設するとあり、区民の重要な財産である新大塚公園に関する重要事項が検討されておりますが、前述した教育委員会の方針からいたしましても、この問題を検討するためには、当該公園を最も熟知している近隣住民とともに協議することが良策であると考えます。なぜならば、文京区全体の教育行政をお考えになり、ご多忙を極めておられる教育委員会の方々が、細部にわたってきめ細かな検討までなさるのは、あまりにもご負担が重いと思うからです。私たち「新大塚公園を守る会」は、近隣住民によって構成されており、「新大塚公園」について最も熟知しております。私たちと協議していただけるならば、「新大塚公園」に関わる重要事項につきまして、きめ細かな質の高い検討が可能となり、さらには、文京区全体の教育行政について、極めて質の高い議論ができると思います。教育委員会のご負担を軽減しつつ、教育委員会が求めておられます「区民との協働」、「活力ある地域社会づくり」「地域社会と学校との信頼にもとづく教育環境」を実現するお手伝いをさせて頂きたいと思いますので、是非とも、私たちと会見をして頂きますようお願い申し上げます。教育委員の一部の方々には、以前、会見を申し入れましたが、残念ながら、実現できませんでした。是非、教育委員の皆様には来週中に私たちと会見をして頂きますよう、今週中にご回答下さい。よろしくお願い申し上げます。
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